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主治医      指導医         HBs抗原（＋ －） HBc抗体（＋ －） HCV抗体（＋ －） 

スケジュール 
 day-8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 day0 

ブスルフェクス（ブスルファン） 3.2 mg/kg ↓ ↓ ↓ ↓ 

リサイオ（チオテパ） 5 mg/kg ↓ ↓ 

自己末梢血幹細胞の輸注 ↓ 

【注意】 ＊ ブスルファンは中心静脈からポンプを用いて 3時間かけて投与し、調製後 8時間以内に投与を 

終了すること 

 ＊ 痙攣予防としてレベチラセタム（イーケプラ）の投与を考慮すること 

＊ ブスルファンは肥満患者（BMIが 25以上）においては、標準体重から換算した用量を考慮すること 

＊ チオテパは 0.2 μmのインラインフィルターを通して投与すること 

☆通常量より減量する際の理由☆ 

 

 

 

 

（レジメン） 

day -8～-5 

① 生食 500 mLで血管確保     維持（20 mL/時間） 

② グラニセトロン注 3 mg 1筒     側管静注 

③ デキサメタゾン注 9.9 mg（3 mL） ＋ 生食 20 mL  側管静注 

④ ブスルフェクス  ＋ 生食 適量（11倍希釈） 点滴静注 180分 

 

day -4～-3 

① 生食 500 mLで血管確保     維持（20 mL/時間） 

② グラニセトロン注 3 mg 1筒     側管静注 

③ デキサメタゾン注 9.9 mg（3 mL） ＋ 生食 20 mL  側管静注 

④ リサイオ   ＋ 生食 250 mL  点滴静注 120分（125 mL/時間） 

ID 

氏名 

年齢 

科名          病棟 

ブスルファン＋チオテパ療法 

（自己末梢血幹細胞移植） 

疾患名    悪性リンパ腫 



ブスルファン＋チオテパ療法（自己末梢血幹細胞移植） 

福岡大学化学療法プロトコール審査委員会承認（令和 2年 6月 26日）B0274   2 

day -2～-1 

① デキサメタゾン注 6.6 mg（2 mL） ＋ 生食 20 mL  側管静注 

 

day 0 

① 生食 500 mLにて血管確保     維持（20 mL/時間） 

② ハイドロコートン 100 mg ＋ 生食 20 mL   側管静注 

③ レスカルミン注 1A      側管静注 

④ 末梢血幹細胞輸注 

 

 day-8 day-7 day-6 day-5 day-4 day-3 day-2 day-1 day0 

月 日 ／ ／ ／ ／ ／ ／   ／ 

ブスルフェクス 

開始時刻 

↓ 

 

↓ 

 

↓ 

 

↓ 

 

     

リサイオ 

開始時刻 

    ↓ ↓    

末梢血幹細胞輸注 

開始時刻 

        ↓ 

確 認          


